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令和３年度　周南市長へ
徳山・新南陽商工会議所合同で要望書を提出
（写真左より佐田副市長、藤井市長、宮本徳山商議所会頭、佐伯新南陽商議所会頭）
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令和3年度 周南市長への要望書提出
　今回も徳山商工会議所と合同で重点要望を提出した。
　10 月 26 日　当商議所より佐伯会頭、赤坂副会頭、谷副会頭、谷口専務理事が出席、徳山商工会議所か
らは宮本会頭、原田副会頭、徳田副会頭、堀副会頭、小林専務理事が出席して要望書を提出し、各要望の
早期実現について支援要望を行った。

は
じ
め
と
し
た
観
光
事
業
者

は
、
来
客
数
が
激
減
す
る
中
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー

へ
の
事
業
展
開
や
感
染
拡
大
防

止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
則
っ
た
営

業
体
制
を
整
え
る
な
ど
懸
命
に

努
力
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
回

復
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
事
業
者
向
け
の
助
成
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
消
費

喚
起
を
促
す
継
続
的
な
支
援
や

後
押
し
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑷
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な

り
、
イ
ベ
ン
ト
関
連
業
者
や
主

催
者
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
イ
ベ
ン
ト

は
地
域
に
元
気
と
勇
気
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
主
催
者
は
、
国
・

県
・
市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

沿
っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
を
と
り
、

知
恵
を
出
し
合
い
、
情
報
交
換

を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向

け
努
力
し
て
い
ま
す
。
集
客
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
団
体
が
開

催
に
向
け
踏
み
出
す
た
め
の
支

援
制
度
の
創
設
や
サ
ポ
ー
ト
、

国
の
指
針
だ
け
で
な
く
よ
り
具

体
的
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
作
成
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑸
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業
に
つ
い
て

　
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推

進
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
市
民

の
方
や
市
若
手
職
員
等
を
募

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

さ
れ
、
新
た
な
手
法
を
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
新
し
い
生
活
様
式
が

模
索
さ
れ
る
中
、
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
に
つ
き
ま

し
て
も
、
コ
ロ
ナ
と
両
立
し
な

が
ら
、「
周
南
市
」
の
知
名
度

向
上
の
た
め
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
改
め
て
、
長
く
継
続
し
て
取

り
組
め
る
、
目
的
を
明
確
に
し

た
新
た
な
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
確
立
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑹
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
デ

ジ
タ
ル
化
推
進
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
は
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
遅
れ
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し

た
。

　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
新
設
で
、
政

府
が
率
先
し
て
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
る
中
、
周
南
市
に
お
か
れ

ま
し
て
も
、
行
政
手
続
き
の
簡

素
化
や
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
創

す
。
7
月
の
時
期
に
は
、
市
内

に
お
い
て
も
大
き
な
河
川
か

ら
、
小
さ
な
川
ま
で
、
氾
濫
の

危
険
が
あ
り
ま
し
た
。

　
近
年
の
温
暖
化
現
象
で
想
定

を
超
え
る
雨
量
を
記
録
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
従
前
に
も
増

し
て
、
豪
雨
増
水
時
の
対
策
の

強
化
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑵
事
業
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
支

援
策
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
市
内
の
事
業
者
に
大

き
な
影
響
が
出
る
中
、
周
南
市

に
お
い
て
も
、
独
自
支
援
と
し

て
第
１
弾
～
第
４
弾
支
援
ま
で

打
ち
出
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
事
業
者
の
窮

状
や
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
、

資
金
繰
り
や
雇
用
維
持
へ
の
支

援
拡
充
、
事
業
継
続
の
た
め
の

給
付
金
の
支
給
、
観
光
事
業
者

の
販
路
回
復
や
拡
大
へ
の
強
力

な
支
援
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
と
緊
密
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
も
と
、

国
・
県
の
支
援
策
も
鑑
み
な
が

ら
周
南
市
独
自
の
支
援
策
の
創

設
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑶
市
民
の
消
費
喚
起
施
策
に
つ

い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
、
飲
食
・
宿
泊
等
を

１
．
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の

対
応
に
つ
い
て

⑴
コ
ロ
ナ
禍
、
異
常
気
象
、
少
子

高
齢
化
（
人
口
減
少
）
等
に
対

す
る
安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り

（
環
境
整
備
）
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
、
深
刻
な
影
響

を
受
け
て
い
る
業
種
は
、
飲
食

や
宿
泊
、
交
通
、
小
売
り
な
ど

生
活
密
着
型
の
業
種
が
、
多
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
新
常
態
に

よ
り
経
済
や
社
会
の
状
況
は
大

き
く
変
わ
り
、
今
後
も
元
に
戻

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
将

来
を
展
望
す
れ
ば
、
原
状
回
復

に
と
ど
ま
ら
ず
、
コ
ロ
ナ
危
機

で
脆
弱
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
医
療
、
保
健
、
福
祉
、
介
護

の
分
野
に
手
立
て
を
取
る
こ
と

が
、
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
特
に
周
南
市
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
山
口
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
こ
の
機
に
地
域
産

業
、
医
療
等
の
担
い
手
育
成
に

つ
な
が
る
教
育
機
関
の
改
革
支

援
を
は
じ
め
、
社
会
構
造
改
革

に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
異
常
気
象
に
よ
る
豪

雨
で
河
川
が
氾
濫
す
る
甚
大
な

被
害
が
各
地
で
広
が
っ
て
い
ま

令和 3 年度　徳山・新南陽商工会議所 合同重点要望
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上
さ
せ
る
方
策
に
つ
い
て
検
討

を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
商
店
街
を
、
楽
し
み
な
が
ら
安

心
・
安
全
に
通
行
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
本
再
開
発
事
業
に
合
わ
せ

た
、
市
道
の
整
備
及
び
老
朽
化
し

た
ア
ー
ケ
ー
ド
等
の
撤
去
に
係

る
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

６
．
徳
山
港
開
港
１
０
０
周
年
の

記
念
行
事
に
つ
い
て

　
令
和
４
年
、
徳
山
港
開
港

１
０
０
周
年
の
記
念
行
事
開
催

に
向
け
、
周
南
市
を
は
じ
め
山
口

県
、
港
湾
関
係
団
体
、
商
工
会
議

所
を
中
心
と
し
た
協
議
会
や
実

行
組
織
の
立
ち
上
げ
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
１
０
０
周
年
の
節
目
に

大
規
模
な
記
念
行
事
を
開
催
す

る
こ
と
は
、
観
光
振
興
や
地
域
の

活
性
化
に
も
繋
が
る
こ
と
か
ら
、

実
行
組
織
に
は
、
港
湾
管
理
者
の

山
口
県
を
は
じ
め
、
商
工
振
興

課
、
河
川
港
湾
課
、
観
光
交
流
課
、

中
心
市
街
地
活
性
化
推
進
課
な

ど
関
係
す
る
部
署
に
参
画
し
て

い
た
だ
き
、
周
南
市
全
体
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
国
や
県
か
ら
の
支

援
の
要
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

リ
ー
対
応
な
ど
、
市
民
の
発
行
要

望
も
非
常
に
強
い
こ
と
か
ら
、
リ

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
よ
る
期
限
付

き
商
品
券
の
発
行
の
す
み
や
か

な
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．「
周
南
市
学
び
・
交
流
プ
ラ

ザ
」
の
交
流
ア
リ
ー
ナ
の
大
型

エ
ア
コ
ン
設
備
の
設
置
に
つ

い
て

　
周
南
市
の
中
で
も
、
交
通
の
便

の
良
い
施
設
で
あ
る
「
周
南
市
学

び
・
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
交
流
ア

リ
ー
ナ
は
、
空
間
全
体
を
調
整
す

る
エ
ア
コ
ン
の
整
備
が
な
さ
れ

て
お
ら
ず
、
夏
期
や
冬
期
の
大
規

模
な
会
議
等
の
開
催
に
も
支
障

を
き
た
す
状
況
で
す
。

　
同
所
は
、
災
害
時
の
指
定
避
難

場
所
で
も
あ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
策
を
踏

ま
え
た
災
害
時
避
難
場
所
の
機

能
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
市

民
の
安
全
・
安
心
の
観
点
か
ら
も

空
調
は
必
要
で
あ
り
、「
周
南
市

学
び
・
交
流
プ
ラ
ザ
」
の
交
流
ア

リ
ー
ナ
の
大
型
エ
ア
コ
ン
設
備

の
設
置
に
つ
い
て
、
す
み
や
か
な

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
の
他
の
指
定
避
難
場

所
に
お
い
て
も
、
コ
ロ
ナ
対
策
も

踏
ま
え
た
質
量
の
見
直
し
を
お

願
い
し
ま
す
。

４
．
古
川
跨
線
橋
架
け
替
え
事
業

に
関
す
る
対
策
に
つ
い
て

　
古
川
跨
線
橋
は
、
周
南
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
山
陽
本

線
を
跨
い
で
、
南
側
の
県
道
徳
山

新
南
陽
線
（
産
業
道
路
）
と
北
側

の
県
道
下
松
新
南
陽
線
を
繋
ぐ

最
重
要
道
路
の
一
つ
で
す
。

　
こ
の
古
川
跨
線
橋
の
老
朽
化

に
伴
う
架
け
替
え
工
事
に
よ
り
、

令
和
２
年
６
月
末
か
ら
通
行
止

め
と
な
り
、
工
事
期
間
は
線
路
上

の
た
め
、
約
10
年
も
の
長
期
間
を

予
定
さ
れ
て
お
り
（
今
架
か
っ
て

い
る
橋
梁
の
撤
去
に
約
５
年
、
新

し
い
橋
梁
の
架
設
に
約
５
年
）、

そ
の
間
約
10
年
は
通
行
止
め
と

な
り
、
南
北
の
通
行
は
不
可
能
と

な
り
ま
す
。

　
現
状
で
も
、
特
に
県
道
徳
山
新

南
陽
線
（
産
業
道
路
）
は
、
慢
性

的
な
渋
滞
が
問
題
視
さ
れ
て
お

り
、
更
な
る
通
勤
時
間
帯
の
渋
滞

や
物
流
の
停
滞
、
救
急
車
や
消
防

車
な
ど
の
緊
急
車
両
の
通
行
が

困
難
に
な
る
等
の
交
通
事
情
の

悪
化
を
考
慮
す
る
と
周
南
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
を
は
じ
め
と
す
る
地

域
の
損
失
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　
因
に
、
約
20
年
前
に
跨
線
橋
を

建
設
さ
れ
た
古
市
大
橋
は
、
21
ヶ

月
余
り
の
工
期
だ
っ
た
よ
う
で

す
。

　
周
南
市
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

国
、
山
口
県
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
、
Ｊ

Ｒ
貨
物
等
と
連
携
し
て
、
工
事
期

間
の
短
縮
や
代
替
機
能
の
確
保

に
つ
い
て
、
積
極
的
な
取
組
み
を

お
願
い
し
ま
す
。

５
．
徳
山
駅
前
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
及
び
周
辺
市
道
の
整

備
に
つ
い
て

　
徳
山
駅
前
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
に
つ
い
て
は
、
周
南
市
か

ら
の
全
面
的
な
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
本
年
１
月
、
山
口
県
よ
り

事
業
計
画
が
認
可
さ
れ
、
法
定
組

合
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、

徳
山
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発

組
合
に
当
商
工
会
議
所
や
関
係

機
関
が
協
力
し
、
２
０
２
３
年
の

竣
工
に
向
け
事
業
を
推
進
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
再
開
発
事

業
は
一
部
街
区
の
開
発
だ
け
で

は
な
く
、
周
辺
へ
の
波
及
効
果
も

期
待
さ
れ
、
中
心
市
街
地
の
更
な

る
活
性
化
、
地
域
経
済
の
発
展
、

周
南
市
の
価
値
向
上
に
寄
与
す

る
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
本
事
業
成
功
の
た
め
、
引
き

続
き
強
力
な
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
中
心
市
街

地
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
、
本

再
開
発
事
業
の
効
果
を
周
辺
商

店
街
に
波
及
さ
せ
、
回
遊
性
を
向

設
な
ど
の
他
、
加
速
す
る
デ
ジ

タ
ル
化
社
会
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、

Ｉ
Ｔ
の
高
度
化
に
よ
る
地
域
通

信
網
の
高
速
化
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の

推
進
へ
の
支
援
制
度
の
創
設
な

ど
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
す

る
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
の
活
用
、

コ
ロ
ナ
禍
の
先
を
見
据
え
た
地

域
活
性
化
施
策
の
推
進
を
お
願

い
し
ま
す
。

２
．
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
に
よ
る
期

限
付
き
商
品
券
の
発
行
の
お

願
い

　
岩
国
市
で
は
、
市
民
の
消
費
喚

起
を
目
的
に
、
20
億
円
の
市
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
、
山
口
市
で
は
、

26
億
円
の
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
、
防
府
市
で
は
、
国
の
特
別
定

額
給
付
金
の
市
内
で
の
利
用
促

進
を
目
的
に
７
億
２
０
０
０
万

円
の
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

発
行
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
に
実
施
さ
れ
た

周
南
市
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
で

は
、
補
助
金
支
出
額
１
億
円
に
対

し
て
、
約
８
億
円
も
の
工
事
が
な

さ
れ
、
建
設
業
の
み
な
ら
ず
幅
広

い
業
種
に
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

　
商
品
券
発
行
事
業
に
つ
い
て

は
、
商
工
業
者
の
み
な
ら
ず
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
策
や
介
護
等
の
バ
リ
ア
フ

3
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１
．
新
南
陽
駅
・
福
川
駅
関
連
設

備
の
整
備
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

青
年

部
・
理
容
・
美
容
部
会
】

⑴
新
南
陽
地
区
は
周
南
市
の
副
都

心
で
あ
り
、
新
南
陽
駅
は
地
域

の
主
要
交
通
拠
点
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
ま
た

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
徳
山
駅

と
の
ア
ク
セ
ス
度
を
高
め
る
た

め
に
も
、
新
南
陽
駅
の
駅
舎
、

駅
関
連
設
備
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑵
福
川
駅
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム

と
電
車
の
床
レ
ベ
ル
の
高
さ
の

差
が
大
き
く
、
高
齢
者
が
乗
車

す
る
際
に
、
非
常
に
危
な
く
困

難
を
伴
う
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。駅
舎
も
非
常
に
老
朽
化
し
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
特
に
福
川
駅
の
南
側

は
、
企
業
や
新
南
陽
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
、
野
球
場
な
ど
も
あ

り
、
利
用
客
も
南
側
か
ら
の
出

入
口
の
設
置
を
強
く
求
め
る
声

が
多
く
上
が
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

　
　
ま
た
福
川
駅
北
口
か
ら
新
南

要
望
趣
意
書

▲藤井市長（写真左から 5 番目）へ合同要望書を提出▲青木市議会議長（写真左から 2 番目）と
福田市議会副議長（写真左）へも合同要望書を提出

新南陽商工会議所としての重点要望事項

～コロナ禍、異常気象、少子高齢化（人口減少）等
商工業者の多くはこれまで以上に

安心・安全な街づくり、環境整備を望んでいます～

1．新南陽駅・福川駅関連設備の整備（バリアフリーの推進、トイレの美化・洋式化）
2．新南陽地区駅周辺への出店支援
3．地域医療の核としての新南陽市民病院の診療体制の拡充
4．学び・交流プラザの空調整備の追加

周南市の副都心として、新南陽の都市基盤の整備

5．設備投資キャッシュバック制度の拡充（要件、限度額、交付期間）
6．新南陽港湾整備の早期化（岸壁延長、泊地拡幅）
7．地元買い物運動の展開（リフォーム助成事業による実施）
8．公共工事の地元優先発注、発注の早期・平準化など

地域産業振興の促進

9．古川跨線橋の工事に伴う渋滞緩和策の推進（県道下松・新南陽線の早期４車線化、野村一丁目7号線の早期開通）
10．企業版ふるさと納税制度の活用推進
11．永源山公園の魅力度向上（新南陽駅前から永源山公園までの「新南陽まちなかベンチプロジェクト」等）
12．福川駅周辺の整備と本陣川の氾濫対策について
13．産業道路の拡張・インフラ整備について
14．バス利用環境の改善について
15．新型コロナウイルス感染症対策における中小企業支援の拡充について

その他
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欠
な
大
型
輸
送
船
の
使
用
を
可

能
に
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

り
、
近
年
多
発
し
て
い
る
自
然

災
害
で
陸
上
の
輸
送
網
が
寸
断

さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
海
上
輸

送
へ
の
切
り
替
え
を
検
討
す
る

場
合
も
、
大
型
船
の
接
岸
が
出

来
る
だ
け
で
な
く
、
緊
急
時
の

物
資
輸
送
に
対
す
る
中
小
型
の

船
舶
が
複
数
接
岸
出
来
る
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
民
間
に
よ
る
関
連
設
備
投
資

や
大
型
船
の
航
行
安
全
の
た

め
、
着
実
に
整
備
を
進
め
、
結

果
と
し
て
完
成
時
期
の
前
倒
し

が
な
さ
れ
る
よ
う
国
土
交
通
省

並
び
に
山
口
県
に
対
し
、
強
く

要
望
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑵
平
野
港
の
浚
渫
に
つ
い
て
（
継

続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

港
湾
部

会
・
運
輸
・
交
通
部
会
】　

　
新
南
陽
地
区
の
平
野
港
を
利

用
す
る
船
は
、
周
南
大
橋
の
下

を
通
る
際
に
橋
と
の
接
触
を
防

ぐ
た
め
、
潮
位
が
低
い
時
に
入

港
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
平
野

港
周
辺
の
海
底
に
は
土
砂
が
堆

積
し
水
深
が
浅
く
な
っ
て
お

り
座
礁
し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
８
年
よ
り
浚
渫
に
着
手

頂
い
て
い
ま
す
が
、
利
便
性
向

上
の
た
め
に
も
、
早
期
完
工
を

山
口
県
に
対
し
、
強
く
要
望
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
特
段
の
ご

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑶
老
朽
化
の
進
む
港
湾
設
備
の
更

新
・
修
繕
・
周
辺
の
環
境
美
化

に
つ
い
て
（
新
規
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

港
湾
部

会
・
運
輸
・
交
通
部
会
】

　
新
南
陽
地
区
港
湾
設
備
に
お

い
て
は
、
建
設
・
設
置
よ
り
一

定
期
間
の
経
過
に
よ
る
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
港
湾
施
設

の
劣
化
は
重
大
事
故
を
起
こ
し

か
ね
な
い
危
険
性
が
高
く
、
港

湾
設
備
（
岸
壁
の
ゴ
ム
製
フ
ェ

ン
ダ
ー
、
防
舷
材
、
昇
降
用
梯

子
等
）
の
早
急
な
更
新
・
修
繕

が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、
設
備

周
辺
に
お
い
て
も
樹
木
や
雑
草

が
伸
び
、
ゴ
ミ
な
ど
が
散
乱
し

て
い
る
箇
所
が
多
く
、
整
備
と

共
に
周
辺
の
環
境
美
化
も
望
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
特
段
の
ご
配

慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑷
新
南
陽
公
共
埠
頭
の
野
積
場
の

有
効
活
用
に
つ
い
て
（
新
規
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

港
湾
部

会
・
運
輸
・
交
通
部
会
】

　
新
南
陽
公
共
埠
頭
の
野
積
場

は
、
現
在
未
舗
装
で
あ
り
、
段

差
及
び
夜
間
守
衛
不
在
等
に
よ

り
車
両
の
入
出
に
支
障
が
あ
る

た
め
、
遊
休
の
状
態
で
す
。

　
野
積
場
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
も
、
野
積
場
の
舗
装
お

よ
び
夜
間
の
管
理
等
に
つ
い
て

特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

⑸
周
南
市
の
港
湾
へ
向
か
う
た
め

の
道
路
の
総
合
的
な
整
備
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

港
湾
部

会
・
運
輸
・
交
通
部
会
】

　
徳
山
東
お
よ
び
徳
山
西
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
周
南
市
の

港
湾
へ
大
型
車
両
が
向
か
う
場

合
、
道
路
の
幅
員
や
橋
の
強
度

が
不
十
分
な
た
め
、
通
行
可
能

な
経
路
が
限
定
さ
れ
、
渋
滞
や

遠
回
り
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
大
型
車
両
に
対

応
し
た
道
路
や
橋
の
整
備
、
ま

た
県
道
徳
山
新
南
陽
線
（
産
業

道
路
）
の
渋
滞
緩
和
に
つ
い
て

も
、
国
土
交
通
省
並
び
に
山
口

県
に
対
し
、
強
く
要
望
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑹
港
湾
地
域
と
主
要
幹
線
と
の
ア

ク
セ
ス
改
善
、
総
合
的
整
備
に

つ
い
て
（
継
続
）

　
【
徳
山
商
工
会
議
所 

商
業
部
会
】

　
徳
山
下
松
港
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
の
よ
う
な
大
規
模
災
害

陽
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ま
で
の

陸
橋
に
つ
い
て
も
、
降
雪
時
の

通
行
が
非
常
に
危
険
で
あ
り
、

老
朽
化
も
激
し
く
改
善
を
求
め

る
声
が
多
く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
利
用
客
の
安
全
、
利
便
性
の

観
点
か
ら
も
、
福
川
駅
関
連
設

備
の
整
備
に
つ
い
て
特
段
の
ご

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
福
川
駅
周
辺
の
整
備
と
本
陣

川
の
氾
濫
対
策
に
つ
い
て

⑴
Ｊ
Ｒ
福
川
駅
前
か
ら
辰
尾
公
園

に
か
け
て
の
福
川
駅
前
地
区
周

辺
の
整
備
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

商
業
部

会
】

　
Ｊ
Ｒ
福
川
駅
前
地
区
周
辺
整

備
及
び
辰
尾
公
園
周
辺
整
備
に

つ
い
て
は
、
福
川
地
域
の
活
性

化
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　
特
に
、
福
川
駅
周
辺
の
市
所

有
土
地
等
の
有
効
活
用
と
集
客

力
の
あ
る
新
南
陽
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
や
、
福
川
会
館
を
含
む

連
携
を
図
り
な
が
ら
地
元
福
川

地
区
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑵
本
陣
川
氾
濫
の
恒
久
的
対
策
の

実
施
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

商
業
部

会
】

　
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
発
し
て
起

こ
る
な
か
、
福
川
中
市
町
か
ら

福
川
本
陣
跡
へ
と
通
る
旧
山
陽

道
の
な
お
さ
だ
理
容
の
た
も
と

に
か
か
る
橋
の
下
に
お
い
て
川

幅
が
狭
く
な
る
工
事
が
行
わ
れ

た
た
め
、
増
水
時
に
は
本
陣
川

が
氾
濫
す
る
危
険
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
陣
川
が
氾
濫
し
た
場
合
、

周
辺
の
店
舗
、
住
宅
が
、
県
道

下
松
新
南
陽
線
よ
り
低
い
土
地

の
た
め
、
非
常
に
危
険
で
あ
り

ま
す
。

　
市
民
の
安
心
・
安
全
の
観
点

か
ら
も
、
恒
久
的
対
策
を
実
施

さ
れ
る
よ
う
、
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

３
．
港
湾
施
設
等
の
整
備
に
つ
い

て
⑴
新
南
陽
地
区
港
湾
施
設
の
整
備

促
進
・
岸
壁
の
延
伸
に
つ
い
て

（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

港
湾
部

会
・
運
輸
・
交
通
部
会
】

　
徳
山
下
松
港
で
は
国
土
交
通

省
に
よ
る
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ

ル
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
新
南
陽
地
区
に
お
い
て
は

岸
壁
の
延
伸
及
び
泊
地
拡
幅
の

延
期
（
２
０
２
３
年
）
が
一
昨

年
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
岸
壁
の
延
伸
等
は
石
炭
輸
送

コ
ス
ト
の
削
減
に
、
必
要
不
可

5
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線
と
慶
万
浦
山
線
の
開
通
は
、

交
通
渋
滞
緩
和
や
交
通
安
全
の

た
め
に
も
国
道
２
号
の
迂
回
通

路
と
し
て
充
分
効
果
が
期
待
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
つ
の

計
画
道
路
に
つ
い
て
優
先
度
を

上
げ
て
早
期
事
業
を
進
め
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

⑶
バ
ス
利
用
環
境
の
改
善
に
つ
い

て
（
継
続
）　　
　

 

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

女
性
会
】

　
周
南
市
の
西
桝
、
新
田
地
区

か
ら
徳
山
方
面
に
行
き
来
す
る

バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
西

桝
、
新
田
地
区
内
に
バ
ス
路
線

が
通
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

最
寄
の
バ
ス
停
ま
で
長
距
離
移

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

高
齢
者
等
の
交
通
弱
者
に
と
っ

て
大
変
不
便
な
た
め
、
各
地
区

内
で
の
路
線
の
開
通
に
よ
る
バ

ス
利
用
環
境
の
改
善
に
つ
い
て

特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

５
．
産
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

⑴
公
共
事
業
の
地
元
企
業
発
注
と

公
共
工
事
の
早
期
発
注
・
平
準

化
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
（
継

続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

建
設
部

会
】

①
地
元
企
業
発
注
に
お
い
て
、
地

方
の
建
設
産
業
は
地
域
経
済
の

下
支
え
や
雇
用
確
保
の
面
か
ら

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
公
共
事
業
の
地

元
企
業
へ
の
優
先
的
な
発
注
機

会
の
確
保
に
つ
い
て
、
特
段
の

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
早
期
発
注
・
平
準
化
体
制
に
つ

い
て
、
公
共
工
事
は
年
度
初
め

の
発
注
が
少
な
く
、
第
四
四
半

期
に
工
事
が
集
中
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
建
設
技
能
者
の
人

手
不
足
が
叫
ば
れ
て
い
る
折
、

１
年
を
通
じ
て
平
均
化
し
た
工

事
の
発
注
が
望
ま
れ
ま
す
。
年

度
早
期
の
発
注
や
２
年
に
ま
た

が
る
工
期
の
設
定
等
、
予
算
の

弾
力
的
な
運
用
に
よ
り
工
事
量

の
平
準
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
公
共
施
設
建
設
に
あ
た
っ
て

は
、
下
請
企
業
に
地
元
企
業
を

優
先
的
に
採
用
す
る
こ
と
を
元

請
企
業
に
条
件
付
き
と
指
導
を

行
う
等
、
数
多
く
の
地
元
企
業

が
工
事
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

特
段
の
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
前
年
度
の
回
答
で
指
名
競

争
入
札
は
従
前
よ
り
地
域
別
発

注
に
配
慮
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
条
件
付
一
般
競
争

入
札
に
お
い
て
は
広
く
入
札
参

加
者
を
募
る
と
い
う
点
か
ら
競

争
性
を
確
保
す
る
た
め
地
域
要

件
は
「
市
内
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
趣
旨
は
十
分
理
解
で
き
ま

す
が
、
指
名
競
争
入
札
に
参
加

で
き
な
い
事
業
者
に
も
一
定
の

配
慮
は
必
要
で
あ
り
、
地
域
別

発
注
工
事
を
採
り
入
れ
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
条
件
付
一
般
競
争
入

札
に
お
い
て
も
、
指
名
競
争
入

札
と
同
様
に
�
役
員
が
重
複
す

る
等
の
関
連
企
業
の
参
加
�
に

つ
い
て
制
限
を
加
え
る
こ
と
を

定
義
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
特

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
【
徳
山
商
工
会
議
所 

建
設
部
会
】

④
周
南
市
が
発
注
さ
れ
る
大
型
工

事
に
つ
い
て
は
、分
割
発
注
等
、

地
元
建
設
業
者
へ
の
受
注
機
会

増
大
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
周
南
市
が
発
注
さ
れ

る
工
事
の
中
で
、
市
民
生
活
に

直
接
関
連
す
る
工
事
の
発
注
に

つ
い
て
は
、
市
内
建
設
業
者
へ

の
発
注
に
特
段
の
ご
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
市
内
建
設
業
界
の
技

術
向
上
、
人
材
確
保
の
た
め
に

も
、
周
南
市
の
発
注
さ
れ
る
工

事
総
額
、
発
注
量
の
維
持
を
お

発
生
時
に
は
、
人
的
避
難
や
緊

急
物
資
の
輸
送
な
ど
の
拠
点
と

な
る
よ
う
耐
震
強
化
岸
壁
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　
港
が
整
備
さ
れ
る
一
方
、
臨

海
部
か
ら
幹
線
道
路
や
高
速
道

路
へ
の
陸
路
の
ア
ク
セ
ス
は
不

十
分
で
、
大
地
震
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
時
、
物
資
輸
送
に

大
き
な
支
障
を
き
た
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
防
災
基
盤
の
強
化
や
物
流
環

境
の
改
善
に
よ
る
国
際
競
争
力

強
化
、
さ
ら
に
は
企
業
立
地
や

観
光
面
等
、
長
期
的
視
点
で
の

経
済
効
果
も
勘
案
し
た
道
路
の

整
備
に
つ
い
て
、
強
力
か
つ
継

続
的
に
国
・
県
に
要
望
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

４
．
道
路
網
の
整
備
及
び
交
通
対

策
に
つ
い
て

⑴
産
業
道
路
の
拡
張
・
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

運
輸
・

交
通
部
会
】

　
周
南
市
の
主
要
産
業
で
あ
る

重
化
学
工
業
の
幹
線
道
路
と
し

て
産
業
道
路
の
拡
張
・
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
要
望
し
ま
す
。

　
現
状
の
産
業
道
路
は
片
側
一

車
線
で
道
幅
も
狭
く
大
型
車
・

大
型
重
機
が
通
行
す
る
の
に
十

分
な
道
幅
が
無
く
、
場
所
に

よ
っ
て
は
大
型
車
両
の
右
左
折

が
渋
滞
に
つ
な
が
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
う
え
、
バ
イ
ク
・
歩

行
者
の
安
全
確
保
と
い
っ
た
面

で
も
、
道
路
の
拡
張
は
必
要
不

可
欠
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

大
型
車
両
・
大
型
重
機
の
重
量

に
耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
路
面
整

備
、
大
型
車
両
に
隠
れ
て
し
ま

わ
な
い
よ
う
な
標
識
の
設
置
、

道
路
沿
い
に
ト
ラ
ッ
ク
等
の
駐

停
車
を
減
少
す
る
た
め
の
ト

ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備

な
ど
、
物
流
コ
ス
ト
削
減
・
企

業
誘
致
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
を
考

え
る
と
相
当
な
効
果
が
見
込
め

ま
す
。
ま
た
、
古
川
跨
線
橋
整

備
の
影
響
に
よ
り
発
生
が
懸
念

さ
れ
る
渋
滞
へ
の
緩
和
対
策
と

し
て
も
、
産
業
道
路
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
ご
検
討
い
た
だ
く
よ

う
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑵
市
道
泉
原
合
田
藪
線
と
慶
万
浦

山
線
の
開
通
に
つ
い
て（
継
続
）

　
【
徳
山
商
工
会
議
所 

建
設
部
会
】

　
国
道
２
号
三
田
川
交
差
点
が

片
側
３
車
線
化
さ
れ
東
西
の
慢

性
的
な
渋
滞
は
解
消
さ
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
南
北
の
渋
滞
は

解
消
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
計
画
存
続

路
線
で
あ
る
市
道
泉
原
合
田
藪
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南
市
内
に
も
工
業
系
の
高
等
学

校
や
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校

が
あ
り
、
そ
の
豊
富
な
人
材
を

他
県
に
流
出
さ
せ
な
い
た
め
に

も
、
学
生
が
将
来
、
就
職
先
と

し
て
希
望
す
る
業
種
の
企
業
誘

致
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
に
、
移
転
を
検
討
し
て
い

る
企
業
に
対
し
て
は
、
個
別
に

情
報
提
供
や
相
談
対
応
も
行
う

な
ど
、
山
口
県
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
積
極
的
な
企
業
へ
の

周
知
活
動
に
努
め
て
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
空
き
工
場
や
未
利
用

土
地
の
活
用
に
つ
い
て
、
戦
略

的
に
企
業
誘
致
活
動
を
進
め
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

⑷
新
規
創
業
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
【
徳
山
商
工
会
議
所 

理
財
部
会
】

　
商
工
会
議
所
で
は
毎
年
、
創

業
カ
レ
ッ
ジ
や
相
談
会
等
を
開

催
し
、
周
南
市
や
他
の
支
援
機

関
と
連
携
し
た
特
定
創
業
支
援

事
業
と
し
て
創
業
者
を
育
成
・

支
援
し
て
い
ま
す
。他
市
で
は
、

創
業
塾
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
発
表
会
で
上
位
の
成
績
で

創
業
さ
れ
た
方
に
支
援
制
度
を

設
け
る
例
が
あ
り
、
周
南
市
で

も
創
業
意
欲
を
よ
り
強
く
後
押

し
し
、
独
自
の
創
業
者
に
対
す

る
助
成
金
制
度
創
設
を
お
願
い

し
ま
す
。

⑸
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
の
工
業
用

水
安
定
確
保
に
つ
い
て（
継
続
）

　
【
徳
山
商
工
会
議
所 

工
業
部

会
】【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

工

業
部
会
】

　
山
口
県
企
業
局
で
は
、
工
業

用
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め

に
「
工
業
用
水
道
事
業
　
施
設

整
備
10
か
年
計
画
」
を
策
定
さ

れ
、
７
月
22
日
に
「
島
田
川
工

業
用
水
道
」
が
完
成
し
、
新
た

に
日
量
１
４
，
１
０
０
㎥
が
給

水
開
始
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
は
少

雨
に
よ
る
渇
水
に
見
舞
わ
れ

る
な
ど
、
昨
年
度
は
企
業
が

30
％
以
上
の
自
主
節
水
期
間
が

１
９
１
日
に
及
ぶ
な
ど
、
今
後

企
業
誘
致
や
企
業
が
新
た
な
設

備
投
資
を
行
う
た
め
に
も
、
慢

性
的
な
水
不
足
に
対
応
し
た
更

な
る
安
定
的
な
確
保
を
行
う
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
今
後
も
工
業
用
水
の
需
給
状

況
や
企
業
の
意
見
・
要
望
を
踏

ま
え
な
が
ら
安
定
的
な
供
給
に

向
け
、
山
口
県
を
は
じ
め
関
係

機
関
に
働
き
か
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

⑹
商
工
会
議
所
の
部
会
と
の
意
見

交
換
会
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
徳
山
商
工
会
議
所 

建
設
部
会
】

　
令
和
元
年
度
に
周
南
市
建
設

部
・
都
市
整
備
部
の
方
々
と
商

工
会
議
所
の
建
設
部
会
・
港
湾

部
会
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意

義
な
意
見
交
換
や
交
流
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
商
工
会
議
所
の
部
会
と
周
南

市
の
関
係
部
署
の
方
と
の
意
見

交
換
会
が
定
例
で
行
え
る
よ
う

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑺
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の

活
用
推
進
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所
】

　
地
方
創
生
に
お
け
る
「
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
」に
つ
い
て
、

他
市
の
先
進
事
例
等
も
研
究
さ

れ
、
企
業
が
「
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
」
を
活
用
し
、
地
域
の

活
性
化
に
役
立
つ
よ
う
な
状
況

に
な
る
よ
う
、
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑻
新
南
陽
地
区
へ
の
出
店
に
か
か

る
支
援
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

商
業
部

会
】

　
現
在
、
周
南
市
で
は
中
心
商

店
街
づ
く
り
推
進
事
業
と
し

て
、
中
心
商
店
街
に
出
店
を

す
る
方
に
対
し
、
初
期
投
資

願
い
し
ま
す
。

⑤
設
計
業
者
へ
の
発
注
に
つ
い

て
、
他
の
市
町
で
は
入
札
の

際
、
市
内
に
本
社
を
有
す
る
業

者
を
特
定
し
地
元
業
者
へ
の
配

慮
を
行
う
な
ど
の
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
お
り
、
周
南
市
で
も

同
様
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
ま
た
、
他
市
、
他
県
に
本
社

を
置
く
業
者
に
よ
る
過
度
な
低

入
札
が
行
わ
れ
、
市
内
に
本
社

を
置
く
業
者
と
の
価
格
の
乖
離

が
散
見
さ
れ
、
こ
の
ま
ま
だ
と

「
仕
事
の
質
」
の
低
下
に
つ
な

が
り
か
ね
ま
せ
ん
。
市
場
の
混

乱
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
設
計
業

者
か
ら
意
見
集
約
し
現
状
把
握

を
さ
れ
る
な
ど
ご
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。

⑵
設
備
投
資
に
係
る
固
定
資
産
税

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
制
度
な

ど
奨
励
支
援
制
度
の
更
な
る
拡

充
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所
・
工
業

部
会
】

　
周
南
市
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
条
例
を
見
直

し
、
製
造
業
と
密
接
に
関
連
す

る
事
業
の
用
に
供
す
る
物
流
施

設
を
支
援
対
象
に
加
え
る
と
と

も
に
、
大
企
業
の
設
備
投
資
の

う
ち
、
５
，
０
０
０
㎡
以
上
の

土
地
取
得
を
伴
う
も
の
に
つ
い

て
、
奨
励
金
の
補
助
率
の
嵩
上

げ
を
行
う
な
ど
一
定
の
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
で
も

有
数
な
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
企
業
を

か
か
え
る
四
日
市
市
（
三
重

県
）、
市
原
市
（
千
葉
県
）
の

条
例
、
ま
た
山
口
県
内
で
も
宇

部
市
、
山
口
市
な
ど
と
比
較
し

て
み
る
と
、

⑴
償
却
資
産
等
の
投
下
固
定
資

産
額
の
要
件

⑵
１
指
定
に
お
け
る
限
度
額

⑶
交
付
期
間

の
面
に
お
い
て
他
の
都
市
と
隔

た
り
が
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
せ

ん
。

　
上
述
の
本
市
基
幹
産
業
で
あ

る
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
持
続

的
な
発
展
と
雇
用
の
確
保
を
揺

る
が
な
い
も
の
と
す
る
た
め

に
、
条
例
内
容
の
更
な
る
拡
充

に
つ
い
て
特
段
の
ご
配
慮
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
事
業
所
等
の
新
設
、
増
設
、
更

新
に
対
し
て
、
周
南
市
最
大

３
億
円
、市
原
市
最
大
50
億
円
、

四
日
市
市
最
大
10
億
円

⑶
企
業
誘
致
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
徳
山
商
工
会
議
所 

工
業
部
会
】

　
山
口
県
は
高
校
生
で
工
業
を

学
ぶ
生
徒
の
割
合
が
高
く
、
周

7
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「
ム
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
し
ん
な
ん

よ
う
」
や
様
々
な
団
体
の
イ
ベ

ン
ト
に
お
い
て
も
利
用
し
て
い

る
永
源
山
公
園
の
修
繕
及
び
設

備
の
改
装
を
要
望
し
ま
す
。

　
昼
夜
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず

多
く
の
利
用
者
が
憩
い
の
場
と

し
て
、
ま
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
場
所
と
し
て
公

園
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
階
段
や
ベ
ビ
ー

カ
ー
で
訪
れ
る
際
に
活
躍
す
る

ス
ロ
ー
プ
の
破
損
や
老
朽
化
が

見
受
け
ら
れ
、
日
々
の
利
用
だ

け
で
な
く
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
も

来
場
者
の
怪
我
等
に
繋
が
る
リ

ス
ク
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
新

徳
山
駅
ビ
ル
は
「
人
が
集
い
楽

し
む
賑
わ
い
と
交
流
の
場
」「
こ

の
ま
ち
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

の
居
場
所
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
ま
す
。

　
な
ら
ば
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
屋
内
で
行
う
に
は
新
徳
山
駅

ビ
ル
、
屋
外
で
行
う
に
は
永
源

山
公
園
と
す
る
方
が
、
よ
り
多

く
の
観
光
増
進
・
市
民
交
流
、

ひ
い
て
は
市
民
の
満
足
度
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
以

上
の
観
点
か
ら
永
源
山
公
園
の

修
繕
と
設
備
の
改
装
に
つ
い

て
、
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

に
係
る
経
費
の
半
分
（
上
限

２
０
０
万
）
に
対
し
て
補
助
金

を
交
付
す
る
制
度
と
新
規
創
業

者
に
お
け
る
オ
フ
ィ
ス
賃
貸
・

駐
車
場
賃
貸
に
か
か
る
補
助
金

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
周
南
市
の
副
都
心
と
し
て
さ

ら
な
る
地
域
活
性
化
を
図
る
た

め
に
も
、
新
南
陽
地
区
に
お
い

て
も
、
テ
ナ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
推

進
事
業
お
よ
び
ま
ち
な
か
オ

フ
ィ
ス
立
地
促
進
事
業
補
助
金

を
適
用
し
て
い
た
だ
く
と
同
時

に
現
在
の
適
用
基
準
の
明
確
化

と
そ
の
後
の
効
果
の
検
証
結
果

化
を
広
く
公
開
し
て
い
た
だ
く

よ
う
特
段
の
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。

６
．
地
域
医
療
の
核
と
し
て
の
新

南
陽
市
民
病
院
の
診
療
体
制
の

拡
充
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所
】

　
新
南
陽
市
民
病
院
は
、
西
部
地

域
唯
一
の
公
立
病
院
で
す
。
市
民

が
安
心
で
き
る
地
域
医
療
の
核
と

し
て
、質
の
高
い
医
療
の
提
供
や
、

効
率
的
で
か
つ
密
度
の
高
い
医
療

を
提
供
す
る
た
め
の
早
期
の
診
療

体
制
の
拡
充
に
つ
い
て
、
特
段
の

ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
．
永
源
山
公
園
の
魅
力
度
向
上

（
継
続
）

⑴
「
新
南
陽
ま
ち
な
か
ベ
ン
チ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
支
援
に
つ

い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

飲
食
・

サ
ー
ビ
ス
部
会
】

　
永
源
山
公
園
は
、
周
南
市
に

お
け
る
最
も
魅
力
の
あ
る
公
園

で
あ
り
、
市
内
外
か
ら
も
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
公
園

で
す
。
こ
の
永
源
山
公
園
を

も
っ
と
積
極
的
に
活
用
し
、
そ

の
魅
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

は
、
周
南
市
の
魅
力
向
上
の
一

助
と
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
飲
食
施
設
の
充
実
等

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
新
南
陽
駅
前
か
ら
永

源
山
公
園
ま
で
の
道
沿
い
に
ベ

ン
チ
を
置
き
、
歩
き
や
す
く
親

し
み
の
も
て
る
ま
ち
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、「
新
南
陽
ま

ち
な
か
ベ
ン
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
活
動
し
、
支
援
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
の
件

で
、
関
係
各
位
と
の
調
整
・
協

力
に
つ
い
て
、
特
段
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

⑵
永
源
山
公
園
の
修
繕
と
設
備
の

改
装
に
つ
い
て
（
継
続
）

　
【
新
南
陽
商
工
会
議
所 

青
年
部
】

　
周
南
市
新
南
陽
地
区
の
シ
ン

ボ
ル
で
も
あ
り
、
新
南
陽
商

工
会
議
所
が
主
催
で
開
催
し

年
々
来
場
者
が
増
加
し
て
い
る

ＤＶＤ「児玉源太郎 未来を築く」を
寄贈していただきました
　周南市出身で日本の近代化を支えた軍人、児玉源太郎

の功績を広く伝えようと児玉源太郎顕彰会様がＤＶＤを

製作され、このたび当所へＤＶＤを寄贈していただきま

した。

　児玉源太郎の生涯と、その時代を描いた映像資料とし

て、本市を担う次世代が未来を切り拓くことに役立てて

ほしいとの意向に沿い、市立中学校、図書館、市民センター

などへも配布されます。

　新南陽商工会議所ではこちらのＤＶＤの貸し出しを

行っておりますので、ご希望の方は当所窓口へお越しく

ださい。
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　【概要】

昭和63年2月に健康関連事業で起業。田中真次社長

は新南陽地区出身でオリンピック水泳選手を多数輩出

している名門、柳井商工高等学校に進学し、400メート

ルと1500メートル選手として活躍し、和歌山国体で

はアンカーを務め全国5位に輝いた。その後、国士舘

大学に進み、水泳部の主将として活躍。卒業後、神戸の

日電商工に入社し、北九州と周南地区を担当。事業所

が県外への統合が決まった為、年老いた両親のことを

考え退職し、地元、周南での再就職を考えていた時に

中学時代の先輩と出会い、ヤングビーナス山口県東本

部長を紹介され、一念発起して起業した。現在は医療

現場でも取扱われている伊藤超短波の電子治療器や

万田発酵を取扱っている。水泳では周南市水泳連名理

事として水泳競技の育成に尽力するだけでなく、ねん

りんピックおいでませ！山口2015では4人組のリレー

チームで優勝するなど現役のスイマーでもある。

　万
田
酵
素
と
の
出
会
い
が
仕
事
へ
の
情

熱
を
か
き
立
て
た
。
沢
山
の
人
を
健
康
に

し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
医
療

現
場
で
も
取
扱
わ
れ
て
い
る
電
子
治
療
器

の
伊
藤
超
短
波
（
イ
ト
ー
レ
ー
ダ
ー
）
を

は
じ
め
、
様
々
な
健
康
関
連
の
商
品
を
取

扱
っ
て
い
る
が
、
平
成
４
年
に
広
島
県

因
島
の
万
田
酵
素
の
工
場
見
学
に
訪
れ

た
時
に
衝
撃
を
受
け
た
と
振
り
返
る
。

　因
島
に
は
こ
の
酵
素
を
肥
料
と
し
て

育
て
た
巨
大
な
大
根
な
ど
の
畑
が
広
が

る
。
実
際
に
田
中
さ
ん
の
顧
客
も
大
き

な
大
根
を
庭
で
育
て
た
こ
と
が
ニ
ュ
ー

ス
に
も
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

　健
康
な
体
づ
く
り
に
関
し
て
は
田
中

さ
ん
自
身
が
水
泳
選
手
と
し
て
柳
井
商

工
、
国
士
舘
大
学
で
日
々
向
き
合
っ
て

き
た
。
人
生
一
〇
〇
年
時
代
、
未
病
に

つ
い
て
国
民
の
意
識
が
変
わ
る
中
、
万
田

酵
素
と
の
出
会
い
で
健
康
を
生
涯
テ
ー

マ
に
仕
事
が
で
き
て
い
る
こ
と
に
喜
び

を
感
じ
て
い
る
。

　万
田
酵
素
は
本
来
、
妊
婦
さ
ん
に
元

気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産
ん
で
ほ
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
研
究
・
開
発
さ
れ
た
も
の

で
、
妊
娠
中
や
授
乳
時
だ
け
で
は
な

く
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
愛
用
さ

れ
て
い
る
。

　国
内
生
産
に
こ
だ
わ
っ
た
常
温
発
酵

の
製
法
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

無
加
水
、
非
加
熱
で
３
年
３
ヶ
月
以
上

発
酵
・
熟
成
さ
せ
て
い
る
人
気
商
品
。

　工
場
は
健
康
補
助
食
品
Ｇ
Ｍ
Ｐ
、
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
を
取
得
し
て
お
り
、
田
中
さ

ん
は
地
域
の
人
を
連
れ
て
毎
月
一
回
程

度
工
場
見
学
に
訪
れ
、
そ
の
回
数
は
ニ

〇
〇
回
を
越
え
て
い
る
。
し
か
し
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の
為
、
現
在
は
中
止

し
て
い
る
が
、
工
場
見
学
と
い
う
よ
り

も
仲
間
と
の
気
軽
で
楽
し
い
旅
行
と
し

て
の
役
割
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
早
く

再
開
し
た
い
と
話
し
て
い
る
。

　田
中
さ
ん
は
自
治
会
長
、
妻
の
礼
子

さ
ん
は
民
生
委
員
を
務
め
て
い
る
。
田

中
さ
ん
は
「
こ
の
地
で
子
育
て
が
で

き
、
た
く
さ
ん
応
援
し
て
も
ら
い
今
が

あ
る
」
と
話
し
、
地
域
で
助
け
合
い
、

支
え
合
う
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い

た
い
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　現
在
は
孫
の
瞬
く
ん
と
翼
く
ん
が
同

居
し
て
お
り
「
孫
の
楽
し
そ
う
で
、
元

気
な
声
を
聞
く
と
、
元
気
を
も
ら
う
」

と
話
し
、
幸
せ
な
生
活
が
送
れ
て
い
る

の
は
家
族
の
お
か
げ
だ
と
、
心
か
ら
感

謝
し
て
い
る
。

　田
中
さ
ん
は
出
会
い
を
大
切
に
し
て

い
る
。
田
中
機
器
販
売
と
し
て
起
業
す

る
き
っ
か
け
は
ガ
ソ
リ
ン
給
油
で
立
ち

寄
っ
た
時
に
先
輩
と
の
出
会
い
。
そ
し
て

お
客
さ
ん
と
の
出
会
い
、
家
族
が
増
え
て

い
く
新
し
い
出
会
い
、
す
べ
て
の
出
会

い
で
自
分
が
幸
せ
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
、
現
在
は
66
歳
を
迎
え
た
。

　「
お
客
様
と
共
に
歳
を
重
ね
て
い
き

た
い
」
と
話
す
田
中
さ
ん
は
、
関
わ
る

人
、
す
べ
て
が
健
康
で
笑
顔
で
い
て
ほ

し
い
と
夢
を
抱
い
て
い
る
。

トップインタビュー vol.060

■田中機器販売
〒746-0002  山口県周南市西千代田町11-16
tel.0834-63-8343

 

田中さん夫婦田中さん夫婦
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異
業
種
・
異
分
野
の
参
加
者
に
よ
る
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
目
的
に
、
産
・
官
・
学

よ
り
１
５
０
名
が
参
加
。

　
今
回
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
予
防
策
を
と
り
、
参
加
者
は
定
員
制
で
い

つ
も
よ
り
少
人
数
で
、
会
場
受
付
時
に
は
手

指
消
毒
と
検
温
に

協
力
い
た
だ
き
開

催
さ
れ
た
。
参
加

者
は
密
に
な
ら
な

い
よ
う
互
い
に
気

を
付
け
な
が
ら
名

刺
交
換
や
情
報
交

換
を
し
て
親
睦
を

深
め
た
。

山
口
県
知
事
へ
佐
伯
会
頭
が
要
望

秋
の
周
南
パ
ラ
ボ
ラ
会

　
山
口
県
下
14
商
工
会
議
所
の
要
望
を
山

口
県
商
工
会
議
所
連
合
会
が
取
り
ま
と
め

た
「
令
和
２
年
度
行
政
等
へ
の
要
望
事
項
」

を
村
岡
山
口
県
知
事
に
提
出
し
た
。

　
要
望
事
項
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
係
る
県
内
経
済
活
性
化
対
策

に
つ
い
て
等
17
項
目
で
、
新
南
陽
商
議
所

か
ら
は
、
県
道
徳
山
新
南
陽
線
（
産
業
道

路
）
の
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
周
南
出
入
口
付
近

の
交
通
危
険
箇
所
の
対
策
と
し
て
の
道
路

改
良
、
古
川
跨
線
橋
架
け
替
え
事
業
に
伴

う
、
県
道
徳
山
新
南
陽
線
の
慢
性
的
な
渋

滞
や
物
流
の
停
滞
等
交
通
事
情
の
悪
化
に

よ
る
地
域
の
経
済
的
損
失
が
計
り
知
れ
な

い
こ
と
か
ら
、
工
事
期
間
の
短
縮
や
代
替

機
能
の
確
保
に
つ
い
て
等
の
支
援
を
知
事

に
要
望
し
た
。

10
月
12
日

10
月
16
日

▲県内 14 商工会議所の会頭と共に
　写真提供：山口県商工会議所連合会

　
当
商
工
会
議
所
議
員
の
職
務
執
行
者

に
、
次
の
と
お
り
変
更
が
あ
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

〔
１
号
議
員
〕

　
東
ソ
ー
情
報
シ
ス
テ
ム
㈱
南
陽
事
業
所

　（
旧
）
事
業
所
長
　
　
芥
川
　
知
巳 

氏

　
　
　
　
　
　
　
　
↓

　（
新
）
事
業
所
長
　
　
小
林
　
孝
幸 

氏

議
員
職
務
執
行
者

　
　
　
変
更
の
お
知
ら
せ
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　今
回
は
、
今
年
の
９
月
１
日
に
ゆ
め
タ
ウ
ン

新
南
陽
店
内
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
生
花
店
「
フ

ル
ー
ル
マ
ム
」
さ
ん
の
創
業
事
例
の
ご
紹
介
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
創
業
し
た
い
が
不
安
と

の
こ
と
で
相
談
所
に
相
談
に
来
ら
れ
ま
し
た
。

　
1
創
業
計
画
策
定
と
創
業
融
資
支
援

　　新
南
陽
商
工
会
議
所
は
、
周
南
市
が
支
援
機
関

と
連
携
し
て
行
う
「
特
定
創
業
支
援
等
事
業
」

に
よ
る
創
業
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
創
業

す
る
に
あ
た
り
必
要
な
こ
と
を
書
き
出
し
て
い
た

だ
き
、
創
業
計
画
書
の
策
定
を
一
緒
に
行
い
ま

し
た
。
計
画
の
中
で
融
資
が
必
要
な
こ
と
が
分

か
り
、
金
融
機
関
へ
斡
旋
し
ま
し
た
。
策
定
し

た
計
画
書
を
基
に
融
資
を
申
込
み
、
無
事
融
資

が
実
行
さ
れ
ま
し
た
。
特
定
創
業
支
援
等
事
業

を
受
け
た
創
業
者
は
創
業
関
連
保
証
の
特
例
を

広
げ
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
予
定

通
り
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
2
開
業
の
手
続
き
支
援

　　開
業
す
る
為
に
は
、
業
種
に
よ
っ
て
届
け
出

先
や
提
出
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
商
工
会
議
所

で
は
様
々
な
業
種
に
対
応
し
た
説
明
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
提
出
漏
れ
の
多
い
、
「
所
得
税
の

青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
や
県
税
事
務
所
へ
提

出
す
る
「
個
人
の
事
業
開
始
等
の
申
告
書
」
等

の
説
明
も
行
い
ま
し
た
。

　
3
労
働
保
険
加
入
と
そ
れ
に
伴
う
書
類
作
成
支
援

　　従
業
員
を
雇
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
労
働
保

険
の
加
入
と
労
働
条
件
の
明
示
が
必
要
で
あ
る

こ
と
を
説
明
し
、
新
南
陽
商
工
会
議
所
で
で
き

創業支援（創業計画策定）

お
花
の
力
で
た
く
さ
ん
の

　
　
　
　
　

  

人
を
幸
せ
に
し
た
い

ゆめタウン新南陽1F西口
℡：0834-34-8730
URL:https://fleur-mam.storeinfo.jp/

パリをイメージした店内
日常にちょっとした贅沢を♪

河村  昌枝代表 さん

創業者

様々なシーンに合わせた生花、花瓶や鉢などの
花材や雑貨、開業祝いやイベント用花スタンドなど
を取り扱っております。
お気軽に、ご来店、ご連絡お待ちしております。
インスタグラムも更新中です。
https://www.instagram.com/fleur_mam2020/
ぜひ、チェックしてみてください。

る
支
援
を
説
明
し
ま
し
た
。
新
南
陽
商
工
会
議

所
で
は
労
働
保
険
事
務
組
合
を
設
け
、
事
業
者

の
労
働
保
険
に
関
す
る
適
正
な
加
入
の
支
援
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
委
託
契
約
を
結
び

ま
し
た
。
ま
た
、
新
南
陽
商
工
会
議
所
の
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
ひ
と
つ
で
あ
る
専
門
家
無
料
相
談

を
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
労
働
契
約
書
を
作
成
し
、
従

業
員
と
労
働
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
労
働
条
件
を

明
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
4
記
帳
指
導
か
ら
確
定
申
告
準
備

　　本
人
の
希
望
も
あ
り
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
を
導
入

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
々
の
帳
簿
の
付
け

方
か
ら
、
試
算
表
の
見
方
を
説
明
し
、
経
営
者

と
し
て
必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。
今
ま
で
経
理
の
経
験
が
な
く
最
初
は
不

安
そ
う
で
し
た
が
、
商
工
会
議
所
の
支
援
に
よ

り
、
少
し
ず
つ
自
身
で
入
力
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
確
定
申
告
に
向
け
た
節

税
策
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
5
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

　　策
定
し
た
創
業
計
画
に
沿
っ
て
経
営
が
で
き
て

い
る
か
、
日
々
の
記
帳
に
よ
り
作
成
で
き
る
試
算

表
と
見
比
べ
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
経
営
で
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
相
談
に
の

り
、
継
続
し
て
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　新
南
陽
商
工
会
議
所
で
は
経
営
相
談
の
他
、

創
業
支
援
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
相
談
等
あ

り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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９
月
18
日
に
今
年
度
の
ス
タ
ー
ト

を
切
る
通
常
会
員
総
会
が
リ
モ
ー
ト

で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
は
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
上
期
の
青
年
部
活
動
を

休
止
し
て
お
り
、
青
年
部
全
体
と
し

て
は
初
め
て
の
会
合
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
初
め
に
事
前
に
開
催
さ
れ
た

役
員
会
で
承
認
さ
れ
た
単
会
活
動
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
説
明
を
小
早
川
会
長

が
行
い
、「
こ
の
総
会
か
ら
新
南
陽

商
工
会
議
所
青
年
部
と
し
て
、
新
し

い
生
活
様
式
に
則
っ
た
新
し
い
青
年

部
活
動
を
始
め
た
い
」
と
思
い
を

語
っ
た
。

　

こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
会
員
や
そ
の
家
族
、
会
社

の
安
全
と
命
を
守
る
た
め
に
、
青
年

部
と
し
て
の
活
動
指
針
を
ま
と
め
た

も
の
と
な
る
。
現
状
の
感
染
レ
ベ
ル

と
そ
の
判
断
基
準
、
合
わ
せ
て
実
施

す
る
感
染
予
防
対
策
を
ル
ー
ル
化
し

た
。
今
回
感
染
レ
ベ
ル
別
に
委
員
会

や
例
会
、
単
会
事
業
な
ど
の
活
動
を

実
施
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
指
針
を

決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
安
全
を
確
保

し
つ
つ
、
円
滑
に
事
業
等
を
進
め
れ

＜入会資格＞
 ・ 新南陽商工会議所会員事業所の経営者、
　 後継者又は従業員の方
 ・ 満45歳以下の方
 お気軽にお問い合わせください。

新南陽商工会議所青年部

随時会員募集中!
お問合せ　新南陽商工会議所青年部事務局　周南市宮の前2-6-13　TEL：0834-63-3315

新南陽好き
集まれ!!

青 年 部 活 動 報 告

ば
と
策
定
し
た
。

　

青
年
部
で
は
市
内
・
県
内
・
県
外

で
の
事
業
が
あ
る
た
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
発
生
状
況
を
鑑
み
て
地
域
ご
と
の

感
染
レ
ベ
ル
を
決
め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
今
後
は
予
防
策
や
事
業

実
施
を
判
断
し
て
い
く
事
が
発
表
さ

れ
た
。

　

そ
の
後
は
令
和
元
年
度
の
決
算
や

令
和
２
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
案

が
無
事
に
承
認
さ
れ
た
。
今
回
は
懇

親
会
を
開
催
せ
ず
、
総
会
も
リ
モ
ー

ト
で
行
う
と
い
う
は
じ
め
て
の
試
み

で
こ
れ
か
ら
の
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

を
象
徴
す
る
会
議
と
な
っ
た
。

　

ま
た
今
年
度
卒
会
予
定
の
谷
村
く

ん
（
東
山
口
信
用
金
庫
）
が
転
勤
と

な
っ
た
た
め
、
年
度
途
中
で
は
あ
る

も
の
の
総
会
後
に
今
ま
で
青
年
部
活

動
に
尽
力
し
て
頂
い
た
事
に
御
礼
を

伝
え
、
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

谷
村
く
ん
か
ら
今
ま
で
の
思
い
出
を

振
り
返
り
な
が
ら
の
答
辞
を
頂
き
、

突
然
の
卒
会
に
惜
別
の
思
い
に
駆
ら

れ
た
。

　

最
後
に
リ
モ
ー
ト
参
加
者
と
共
に

集
合
写
真
を
撮
り
、
新
し
い
青
年
部

活
動
、
令
和
２
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を

切
る
こ
と
が
で
き
た
。

令
和
2
年
度

通
常
会
員
総
会

12
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※最少催行人員／12名　※添乗員／同行します　※食事昼食1回

No.129 貸し切りバスの営業をされている
周南市川崎の㈱イワミツアー徳山支店さんを
紹介させていただきます。

㈱イワミツアー 徳山支店

ココ

●味の蔵どんどん●●
山口

トヨペット

●
ホンダ
カーズ

●●
日産プリンス
山口

ネッツ
トヨタ
山口

●
●

山口
トヨタ

至防府 至周南

エディオン

全国旅行業協会会員　ＡＮＴＡ正会員
旅行企画・実施　島根県知事登録第２－６６号

お申込み・お問い合わせは・・・（土・日祭日休業 平日8：30～17：00）

〒746-0001　山口県周南市川崎三丁目10-2
TEL 0834-63-0641
FAX 0834-63-0660
総合旅行業務取扱管理者　清水隆博　　

株式会社イワミツアー 徳山支店

本社：島根県益田市
平成 14 年 1 月　石見交通
㈱の貸切部門を分離し、山
陰支店（浜田市）、広島支店
（広島市）、徳山支店で営業

㈱イワミツアーとして
今年で 18年

お客様に優しい貸切バス目指し
ご要望にストレートにお答えできる営業活動を展開しております。

バス旅行の際にはイワミツアーへお気軽にお問い合わせください！お待ちしております。

◎ マスク着用と一行為一手洗いの徹底
◎ 運転席周りの飛沫防止シートの設置
◎ バス運行時にはエアコンによる外気導入や窓開け等の車内換気を実施
◎ バス車両ごとに消毒液の設置
◎ 運行後、次亜塩素水素消毒液による車両内消毒の実施
◎ 事務所内・バス車両内消毒訓練の実施（4 月）

お客様には、検温、マスク着用、乗車時の手指消毒をお願いしております。
また、大型バス（45名乗り）の場合22名まで制限募集といたしております。

新型コロナウイルス感染症対策の具体的な取組み

日々の消毒活動で安心して頂ける様にバス運行に細心の注意をしております。

大谷山荘でランチ会席と
　　 秋の紅葉狩りツアー

徳山駅（8：00）－新南陽駅（8：20） －戸田駅（08：40） －有料道路－「道の駅北浦街道ほうほく」（10：40～11：10）－長門湯本温泉
「大谷山荘」昼食と入浴（11：55～14：10）－「大寧寺の紅葉狩り」（14：20～15：10）－有料道路－各地－徳山駅新幹線口（17：00頃）

Go To トラベル
事業支援対象

出発日
第１回 11/ 5 木　第２回 11/10 火
第３回 11/20 金

旅行代金（おひとり） 国の支援金 地域共通クーポンお支払い実績

17,000円
旅行代金

6,000円 11,000円 3,000円

バス車内は
１人２席利用

行 程

さらに

13
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知って得するビジネスマナー

「オンラインによる会議や営業の断り方」

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議
や

営
業
が
ず
い
ぶ
ん
普
及
し
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
ち
ゅ
う
ち
ょ

す
る
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
理
由
と
し
て
は
、
自
分
の

顔
を
パ
ソ
コ
ン
画
面
に
出
す
の

が
嫌
、
音
声
が
よ
く
聞
き
取
れ

な
く
て
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
、

服
装
や
身
だ
し
な
み
に
気
を
使

う
の
が
嫌
（
上
半
身
と
背
景
の

設
定
さ
え
気
を
付
け
れ
ば
よ
い

の
で
、
対
面
よ
り
は
楽
な
は
ず

な
の
で
す
が
…
）、
操
作
が
よ

く
分
か
ら
ず
不
安
、
接
続
が
面

倒
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ま

た
、
移
動
時
間
が
無
く
な
っ
た

た
め
に
、「
逃
げ
場
が
無
く
な
っ

た
」
と
冗
談
交
じ
り
に
嘆
く

営
業
担
当
者
の
声
も
耳
に
し
ま

す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
や
営
業
に

使
用
す
る
ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
リ

は
、
報
道
さ
れ
て
い
る
通
り
、

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
に
お
け
る

脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
性
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
が
世
界
中
に

広
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
仕
事
で

ビ
デ
オ
通
話
ア
プ
リ
を
使
用
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
は
日
本
の
み

な
ら
ず
、
海
外
に
も
急
増
し
て
い

る
分
、
い
わ
ゆ
る
ハ
ッ
キ
ン
グ
を

行
う
悪
徳
業
者
な
ど
も
増
え
て
い

る
の
で
す
。
大
切
な
会
議
内
容
や

内
部
資
料
な
ど
が
、
ハ
ッ
キ
ン
グ

に
よ
り
外
部
に
漏
れ
た
ら
、
会
社

に
と
っ
て
大
き
な
損
害
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
ビ
デ
オ
通
話
ア

プ
リ
の
使
用
を
禁
止
し
て
い
る
企

業
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
議
や
営
業

を
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
面

も
出
て
く
る
の
で
す
が
、
普
及
し

た
世
の
中
に
あ
っ
て
は
、
な
か
な

か
断
り
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　

断
る
際
に
、「
物
理
的
に
難
し

い
状
況
で
す
」
と
い
う
フ
レ
ー

ズ
を
用
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。「
物
理
的
に
」
と
い
う

言
葉
は
、「
能
力
的
に
、
時
間
的

に
、
状
況
的
に
」
と
い
っ
た
リ

ソ
ー
ス
不
足
を
表
現
で
き
る
言

葉
な
の
で
、
決
し
て
「
オ
ン
ラ

イ
ン
自
体
が
嫌
で
断
っ
て
い
る
」

と
い
う
印
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

で
す
が
、「
お
断
り
」
の
意
味
合

い
が
や
や
強
過
ぎ
る
の
で
、「
融

通
が
利
か
な
い
」「
も
っ
と
協
力

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
と
先
方
を

不
快
に
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
目
上
の
人
や
取
引
先
に
は
、

使
わ
な
い
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

お
す
す
め
は
、「
そ
の
代
わ
り

と
言
っ
て
は
何
で
す
が
、
文
章
に

お
ま
と
め
し
て
お
送
り
し
て
も
よ

ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
で
す
。
文

面
と
し
て
残
せ
ば
、
後
々
「
言
っ

た
、
言
わ
な
い
」
の
問
題
に
も
な

り
ま
せ
ん
し
、
先
方
の
理
解
度
も

上
が
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
例
え

ば「
本
日
中
は
難
し
い
の
で
す
が
、

明
朝
一
番
で
取
り
掛
か
り
、
正
午

ま
で
に
は
仕
上
げ
る
よ
う
に
い
た

し
ま
す
」
な
ど
、
期
限
を
決
め
て

約
束
を
す
れ
ば
、
前
向
き
に
協
力

し
た
姿
勢
か
ら
、
先
方
に
誠
実
な

印
象
を
与
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
で
も
、
し
つ
こ
く
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
会
議
や
営
業
を
迫
ら
れ

る
場
合
に
は
、
か
た
く
な
に
固
辞

す
る
よ
り
、「
そ
れ
で
は
、
音
声

の
み
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

も
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
」
と
あ

る
程
度
妥
協
し
て
歩
み
寄
る
努
力

を
し
た
方
が
、
波
風
を
立
て
ず
に

済
み
ま
す
。

　

数
年
後
に
は
こ
う
し
た
状
況
も

変
化
す
る
の
で
し
ょ
う
が
、
過
渡

期
だ
か
ら
こ
そ
個
々
の
思
惑
か
ら

戸
惑
う
こ
と
の
多
い
オ
ン
ラ
イ

ン
。
こ
ち
ら
が
参
加
を
促
す
立
場

の
場
合
、
嫌
が
る
相
手
に
対
し
無

理
強
い
を
せ
ず
、
お
互
い
の
妥
協

点
を
見
い
だ
す
た
め
に
は
「
ど
の

よ
う
な
方
法
で
あ
れ
ば
無
理
な
く

参
加
で
き
る
の
か
」
と
い
う
前
向

き
な
話
し
合
い
が
必
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

トレンド
通信

人財育成トレーナー・ビジネスマナー
講師。大学卒業後、日系および外資系
航空会社にて国際線客室乗務員として
17年間勤務。現在は、人財育成トレー
ナーとして接遇サービス、対人コミュ
ニケーションについての講演・研修を
企業や団体にて行う。客室乗務員時代
に身につけたファーストクラス仕様の
サービスを元にした、ユニークな研修
が好評を博す。年間180回以上の研
修と講演をこなす。著書に、『ファー
ストクラスに乗る人のシンプルな習
慣』『15秒で口説く　エレベーター
ピッチの達人』などがある。

■コラム／美月　あきこ
　　　　　みづき・あきこ

人財育成トレーナー　美月　あきこ

「感 動」

1975 年熊本生まれ。書道家。東京理科大学理工学部
卒業後　NTT 入社。書道家として独立後は NHK 大
河ドラマ「天地人」や世界遺産「平泉」などの題字を
手掛け、講演活動やメディア出演も多数。数年前よ
り身体に優しいオーガニック食材や発酵食品を使っ
た店舗のプロデュースを手掛け、湘南に「CHIKYU 
FARM TO TABLE」、浅草に姉妹店「MISOJYU」
をオープン。2019 年元号改元に際し、「令和」の記
念切手に書を提供。ベストセラーの『ポジティブの教
科書』や、『波に乗る力』（日本文芸社）など著書も
多数出版。書作品のみならず、現代アートを主とした
個展を国内外にて開催。

　公式ブログ「書の力」：http://ameblo.jp/souun/
　公式サイト：http://www.souun.net/

武田　双雲／たけだ・そううん
書道家　武田　双雲

日々の「当たり前」のこと
にどれだけ感動できるか。

それが感性を磨く最短の道。

日常に深い感動を。
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◆専門家による新型コロナウイルス対応個別相談会 ◆雇用調整助成金個別相談会
日 程　　
5日（木）

13日（金）
16日（月）
20日（金）
25日（水）
26日（木）

12月1日（火）
4日（金）

専　門　家
税　　理　　士
中小企業診断士
税　　理　　士
中小企業診断士
税　　理　　士
社会保険労務士
中小企業診断士
税　　理　　士

日 程　
10日（火）

専　門　家
社会保険労務士

ご相談は予約制となります。
あらかじめ下記までお申込みいただきますようよろしくお願いいたします。

新南陽商工会議所 中小企業相談所
TEL：0834-63-3315　E-mail：info@s-cci.or.jp
HP：https://www.s-cci.or.jp/　 「専門家個別相談会」バナーをクリック ▶

WEB 会 議 シ ス テ ム（Google Meet ま た は 
Zoom）を利用したオンライン相談にも対応
しております。
オンライン相談を
ご希望の方には、
親切丁寧に導入か
ら使い方までご説
明いたします。

ご予約は
こちらまで

専門家無料個別相談会
場所：新南陽商工会議所2F相談室　時間：13：00〜 16：00

11月日程


